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く
は
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

テ
ー
マ
の
主
旨　

ふ
る
さ
と
行
田

が
、
市
制
施
行
70
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
、
次
の
輝
か
し
い
ス

テ
ー
ジ
へ
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

70
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
70
周
年
に
ち
な
み
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
関
東
7
名
城
の
1
つ
で
も
あ
る
忍

城
を
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
し
、
忍
城
は

変
わ
ら
な
く
と
も
、
忍
城
か
ら
見
る

行
田
市
の
景
色
は
明
る
い
未
来
に
向

け
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
で
は
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
積
極
的
に
使
用
し
、
行
田
市
制
施

行
70
周
年
記
念
を
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。
市
民
の
方
や
市
内
団

体
で
も
、
所
定
の
申
請
書
の
提
出
に

よ
り
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
の

で
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
に
積
極
的
に
使
用
し
、
行
田
市
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
ロ
ゴ
の
使
用
に
当

た
っ
て
は
、
企
画
政
策
課
へ
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

基
本
方
針

　

事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は

「
市
民
協
働
」、「
ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
」、「
簡
素
・
効
率
」
を
念

頭
に
置
き
、
基
本
理
念
の
実
現
を
図

る
た
め
「
3
つ
の
視
点
」
を
大
切
に

し
て
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

① 

身
近
に
あ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
を

再
発
見
し
、
そ
し
て
「
継
承
」
し

ま
す
。

② 

ふ
る
さ
と
行
田
に
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
そ
し
て
全
国
に
「
発
信
」

し
ま
す
。

③ 
す
べ
て
の
市
民
が
夢
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
未
来
を
「
創

造
」
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
70
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
開
催
期
間

は
、
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
令
和

2
年
3
月
31
日
と
し
ま
す
。

メ
ー
ン
テ
ー
マ
（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

「
輝
く
行
田 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ

Ｅ
！
」 行

田
市
は
、
昭
和
24
年
に
誕
生
し
、
5
月
3
日
で
70
歳
に
な
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
70
周
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
行
田
市
発
展
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
市
勢
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
先
人
の
業
績
を
顧
み
、
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
歴
史
を
築
き
あ
げ
る
た
め
の
飛
躍
年
と
す
る
た
め
、
先
人
た
ち

が
培
っ
た
行
田
の
貴
重
な
地
域
資
源
な
ど
を
活
用
し
た
、
各
種
記
念
事
業
や
冠
事
業
、
市
民
提
案
実
施
事
業

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
う
記
念
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　市制施行前の行田市は「忍町」といい、その面積は現在のおお
よそ3分の1から4分の1でした（面積18.52㎢、人口31,733人）。
　昭和24年5月3日に行田市が誕生した後も、昭和26年4月に下
忍村の駒形地区を編入し、昭和29年3月に荒木・須加・北河原村の
3村、同年7月に埼玉村、昭和30年7月に星宮村の一部、同年9月
に太井村の一部、昭和31年4月に下忍村の一部、昭和32年3月に
太田村をそれぞれ合併しました。さらに、平成18年1月に南河原村
と合併し、現在の市域になっています。

昭和24年5月 市制施行祝賀式

市制施行70周年記念事業
市主催事業（協賛事業などを含む）
　市制施行70周年を記念して、特に取り組むべく事業として市
が実施するものです。

事　業　名 時　期 場　所

大相撲行田場所 4月19日㈮ 行田グリーンアリーナ

市報にみる行田の歴史 6月1日㈯
～23日㈰ 郷土博物館

日本フィルハーモニー交響楽団
プライマリーコンサート 6月21日㈮ 産業文化会館

夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会 8月23日㈮ 総合公園

NHK FMラジオ
「民謡をたずねて」公開録音 8月24日㈯ 「みらい」

文化ホール
宝くじスポーツフェア

はつらつママさんバレーボール
11月

16日㈯・17日㈰ 行田グリーンアリーナ

記念給食 11月（未定） 各小・中学校

日本遺産めぐり 秋（未定） 日本遺産ガイダンス
センター他

市民提案実施事業
　市民団体などが市制施行70周年を記念し自ら実施する事業。応募のあった事業のうち、記念事業としてふさわしいものと認められ
た事業について、市が実施費用の一部を補助するものです。
　市民と市職員10人で構成された市制施行70周年記念事業検討委員会で、応募21事業のうち9事業が採択されました。たくさん
のご応募ありがとうございました。

事　業　名 事　　業　　概　　要 時　期 場　所

みんなで描く
70枚の巨大壁画プロジェクト

70枚のベニヤ板に、市制施行後70年の出来事を時系列に描き、巨大な壁
画を作成し展示します。また、商工センター、各イベントや祭りなどで展示
も行います。多くの市民の方と制作することで、70年の歴史を振り返り、
参加者の郷土愛を育むとともに、壁画を通じてたくさんの人に行田の歩み
を伝えます。

5月～
令和2年2月（予定） 牧禎舎  他

子ども大学ぎょうだ
オープンキャンパス

行田の特色を生かしたオリジナルの謎解きゲームを制作し、市内の小中学
生および保護者を対象に実施します。地域の大学やNPO団体などと連携
して、子どもの知的好奇心を刺激する学びの機会を提供します。（5ページ
参照）

6月2日㈰
水城公園、
コミュニティ

センターみずしろ

古墳のある町
行田の歴史フォーラム

「なぜ行田には古墳群があるのか」をテーマに、市民吹奏楽団や米娘舞娘
のコンサート、女性ゲストを招いたフォーラム、抽選会などを行います。こ
のイベントを通じ、楽しく学んで知っていただくとともに、行田に住んでい
ることの誇りや喜びを多くの方に伝えます。

7月15日㈪ 「みらい」
文化ホール

ぎょうだ映画・ドラマの聖地巡礼
スタンプラリーマップ

市内ロケ地やカフェなどの飲食店を掲載した外国人を含む観光客向けの
ポケットサイズＡ2版1枚のマップを作成し、市内飲食店のクーポン付スタ
ンプラリーを実施します。作成するマップは、世界に誇る日本の折り紙技
術の「ミウラ折り」を採用するとともに、外国人観光者にも配慮した表記と
することで、観光リピーターや外国人観光客を増やし、地域の活性化を図
ります。

9月～
令和2年2月（予定）

市内中心市街地
周辺

行田国際運動会
「忍城オリムピック2019」

ラグビーワールドカップに合わせ、忍城をメーン会場に外国人を含む観光
客が参加できる足袋を活用した運動会を開催します。併せて、行田なら
ではの飲食エリアも設置します。行田人としての「自信」と「誇り」を醸成す
ることはもとより、国際交流を通じて行田ファンを増やすとともに、「忍城」や
「足袋」などの地域資源を活用して、素晴らしい行田を世界へ発信します。

9月28日㈯・29日㈰ 忍城址、
水城公園周辺

行田足袋の町 忍城 絵手紙展
全国の城をテーマにした絵手紙を募集し展示します。絵手紙は誰でも気
軽に始められるものであり、全国の城を題材とした絵手紙展は全国初で
す。市内外から多くの集客をすることで、地域活性化を図ります。

11月7日㈭～17日㈰ コミュニティ
センターみずしろ

光の道の創造

忍城から浮き城の径、水城公園や旧忍町信用組合店舗建物などを多くの
人に発信することを目的として水城公園のライトアップを実施します。観
光客が増加傾向にある今、おもてなしとしてライトアップするとともに、他
団体とのイベントのコラボにより、話題性を創出し、全国に行田の魅力を発
信します。

12月～
令和2年2月（予定） 水城公園

オペラ公演
行田にゆかりのある音楽家とともにオペラ公演を盛大に開催します。こ
の公演を通して、市民の方との一体感を醸成するとともに、行田市の文化
振興を図ります。

令和2年3月1日㈰ 産業文化会館

第九演奏会
ベートーヴェン作曲「交響曲第9番」合唱付きの演奏の他、「行田市歌」や
「蓮の故郷」など、市民になじみ深い楽曲も演奏します。オーケストラと
行田市民で開催することにより、行田市の音楽文化の振興と市民の一体
感の醸成を図ります。

令和2年3月29日㈰ 産業文化会館

冠事業
　例年実施している事業の中で、市制施行70周年記念事業とし
てふさわしい事業に冠をつけてより盛大に行うものです。

事　業　名 時　期 場　所

田んぼアート米づくり
体験事業

6月～11月
（田植えから刈り取りまで）

古代蓮の里
東・南側圃場

第29回テーマ展
わたしのまちのたからもの
～行田市の文化財展～

7月6日㈯
～9月1日㈰ 郷土博物館

第69回市民体育祭 10月27日㈰ 総合公園

市制施行70周年・
文化の日記念式典 11月3日㈰ 産業文化会館

第63回“浮き城のまち行田”
駅伝競走大会 12月1日㈰ 総合公園

※ 冠事業は他にもありますが、随時、「市報ぎょうだ」や市ホーム
ページなどでお知らせします。

※ 市ホームページでも、市制施行70周年記念のページを開設し、イベント情報など随時更新しますので、そちらもご確認ください。
▶問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線311）

～輝く行田  NEXT STAGE !～祝 行田市制施行70周年
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市制施行７０周年記念事業　子ども大学ぎょうだオープンキャンパス

“名探偵こぜにちゃん”フラべぇを探せ！

「謎解きゲーム」「謎解きゲーム」「謎解きゲーム」家族みんなで

45

　4月7日と21日に全国で第19回統一地方選挙が実
施されました。
　行田市では、埼玉県議会議員一般選挙(東第１区)、
行田市議会議員一般選挙および行田市長選挙が行わ
れ、それぞれ当選者が決定しました。
　ここでは、選挙の結果についてお知らせします。

　今回から定数が2減り20となった行田市議会議員一般
選挙には、25人が立候補し、4月21日に投開票が行われま
した。当選されたのは、現職12人、新人8人で、党派別
では、無所属15人、公明党3人、日本共産党2人となっ
ています。

▶問い合わせ　選挙管理委員会(内線219)

　埼玉県議会議員一般選挙は
4月7日に投開票が行われま
した。今回の選挙には、新人
の柿沼貴志氏(無所属)と現職
の鈴木聖二氏(自由民主党)が
立候補し、柿沼氏が15,253
票を獲得し、初めての当選と
なりました。

　4月21日に投開票が行われ
た行田市長選挙には、新人の
石井直彦氏(無所属)と現職の
工藤正司氏(無所属)が立候補
し、石井氏が18,321票を獲
得し、初めての当選となりま
した。

統一地方選挙結果
行田市議会議員一般選挙

埼玉県議会議員一般選挙

行田市長選挙

党　派　名 候補者氏名 得票数(票数)

当 無 所 属 柿 沼　 貴 志 15,253

自 由 民主党 鈴 木　 聖 二 12,035

無　　効　　票 378

党　派　名 候補者氏名 得票数(票数)

当 無 所 属 高 橋　 弘 行 2,546 

当 無 所 属 梁 瀬　 里 司 2,508 

当 無 所 属 福 島　 智 雄 2,274 

当 無 所 属 細谷美恵子 1,869 

当 公 明 党 木 村　　 博 1,804 

当 公 明 党 江 川　 直 一 1,780 

当 日本共産党 斉 藤　 博 美 1,706 

当 無 所 属 町 田　　 光 1,686 

当 公 明 党 田 中　 和 美 1,635 

当 無 所 属 吉 田　 豊 彦 1,551 

当 無 所 属 𠮷 野　　 修 1,507 

当 無 所 属 香 川　 宏 行 1,452 

当 無 所 属 小 林　　 修 1,375 

当 日本共産党 村 田　 秀 夫 1,324 

当 無 所 属 小 林　 友 明 1,203 

当 無 所 属 橋 本　 祐 一 1,160 

当 無 所 属 加 藤　 誠 一 1,118 

当 無 所 属 野 本　 翔 平 1,099 

当 無 所 属 柴﨑登美夫 1,069 

当 無 所 属 髙 澤　 克 芳 1,055 

幸 福 実現党 吉 田　 江 利 915 

無 所 属 岩 﨑　　 彰 888 

無 所 属 野 口　 竜 郎 674 

無 所 属 持 田　 朋 春 536 

無 所 属 松井秀二郎 433 

無　　効　　票 717

党　派　名 候補者氏名 得票数(票数)

当 無 所 属 石 井　 直 彦 18,321 

無 所 属 工 藤　 正 司 16,834 

無　　効　　票 726

（敬称略・得票数順）

（敬称略・得票数順）

（敬称略・得票数順）

　今年で10周年を迎える「子ども大学ぎょうだ」では、市制施行70周年を記念し「オープンキャンパス」を
実施します。子供たちの知的好奇心を刺激する学びの機会を提供する「子ども大学」の楽しさを、より多くの
皆さんに知っていただけるよう、今話題の「謎解きイベント」を開催します。

▶日時　6月2日㈰午前9時～午後3時（受け付けは午後2時まで）※所要時間1時間程度
▶場所　水城公園市民広場、コミュニティセンターみずしろ（受け付け場所）
　※雨天時はコミュニティセンターみずしろのみで実施
▶参加費　無料（謎が解けたお子さんには景品あり）
▶その他　
　・問題は小学校高学年向きに作成しています。
　・低学年以下のお子さんは保護者と一緒に参加してください。
　・問題用紙がなくなり次第終了となります。
　・動きやすい服装でご参加ください。　
▶主催　子ども大学ぎょうだ実行委員会
▶後援　行田市、行田市教育委員会、（公財）忍郷友会、行田市子ども会育成連絡協議会、行田市PTA連合会
▶協賛　森乳業株式会社、株式会社伊藤園、東京ガス株式会社
　※ 協賛企業を募集しています。賛同いただける場合は、子ども大学ぎょうだ実行委員会事務局までご連絡く

ださい。
▶問い合わせ　同実行委員会事務局(ひとつくり支援課内) ☎556－8319

　新たな行政需要や重要課題に適切に対応するとともに、効率的かつ効果的な事業の推進を図るため、
市役所の組織を一部変更しました。

▶問い合わせ　企画政策課企画政策担当(内線311)

4月1日から市役所組織が一部変わりました

【担当の新設・廃止】
　①プレミアム付商品券の発行準備に伴い、商工観光課に「プレミアム付商品券発行担当」を新設しました。

【担当名称の変更】
　学校の再編成を円滑に進めるため、教育総務課の「学校適正配置担当」を「学校再編・小中一貫校推進担当」に
　変更しました。

　②学校再編成に伴い小中一貫教育を推進するため、学校教育課に「小中一貫教育推進担当」を新設しました。

　③公営企業会計への移行に伴い、下水道課の「法適用準備担当」を廃止しました。

？

謎を解いてフラべぇを
探し出そう！【例題】頭を読んでね　5/5   2/11   4/29

※答えは7ページの欄外をご覧ください。

柿沼 貴志 氏

石井 直彦 氏

※候補者氏名は届け出のとおりです。

※候補者氏名は届け出のとおりです。

※候補者氏名は届け出のとおりです。
　得票数のうち、あん分による端数は省略しました。
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長
嶋
道
枝
氏
、柳
川
恵
子
氏
が

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
や
自
由
人
権
思

想
の
普
及
な
ど
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
権
擁

護
委
員
の
長
嶋
道
枝
氏
（
向
町
）、
柳
川
恵
子
氏

（
谷
郷
）
は
、
3
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
3
年
で
、
4
月
1
日

付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
対
策
担

当（
内
線
２
２
１
）

「行田市地域福祉推進計画策定委員会」
の委員を募集します

JR行田駅周辺自転車駐車場の
整備内容が決まりました

　市では、令和2年度から6年度を計画期間とする「行田
市地域福祉推進計画」を策定します。そこで皆さんの意
見を反映するため、行田市地域福祉推進計画策定委員会
の委員を募集します。
▶ 応募資格　満18歳以上の市内在住の方で、平日昼間の
会議に出席できる方（4回を予定）。ただし、次に掲げる
方を除きます。
　⑴応募日現在、本市の審議会などの委員になっている方
　⑵市議会議員、市職員
▶募集人員　2人
▶任期　令和2年3月まで
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入した書類（様
式自由）を６月７日㈮（必着）までに直接または郵送によ
り提出してください。【郵送】〒361―8601 行田市本丸
2―5 行田市福祉課
▶ 選考方法　応募者多数の場合は抽選により決定します。
抽選日時は応募者に後日通知します。
▶問い合わせ　同課トータルサポート推進担当
　　　　　　　（内線267）

　JR行田駅前広場周辺の再整備に伴い、次のとおり自転
車駐車場を整備します。工事の具体的な日程が決まりま
したら、改めてお知らせします。
　なお、整備後も無料でご利用いただけます。

▶問い合わせ　防災安全課交通担当(内線284)

柳川 恵子 氏 長嶋 道枝 氏

駐車場名 整備内容

第2壱里山町自転車駐車場
平成31年度に拡張工事を実施
   (転倒防止柵・照明灯・フェン
スを設置)

第3壱里山町自転車駐車場
現状どおり

清水町自転車駐車場

仮設自転車駐車場 令和2年度に解体工事予定

第３壱里山町自転車駐車場

第２壱里山町自転車駐車

清水町自転車駐車場

仮設自転車駐車場

行田市公立学校適正規模・適正配置の
基本方針及び再編成計画を策定しました

　市教育委員会では、児童生徒数の減少による教育効果の低下など学校
運営の課題解決とともに、子供たちにとって、より良い学びの環境を確
保するため、「行田市公立学校適正規模・適正配置の基本方針及び再編
成計画」を策定しました。この計画は学校再編成を進めるための4つの
柱（「小中一貫教育の推進」、「学校規模の適正化」、「地域に根差すまち
づくり」、「特色ある学校の構築」）を基に取りまとめたものです。

トラック型防犯ブザーが
寄贈されました

防災行政無線の情報伝達訓練
を実施します

　３月25日、一般社団法人埼玉県トラック協会行田
支部長の坂本和雄さんと副支部長の新井宏幸さんが
教育委員会を訪れ、子供たちの安全を願い、光るト
ラック型防犯ブザー 754個を寄贈しました。
　このたび寄贈された防犯ブザーは、児童たちの
日常生活の安全・安心などに役立つことが期待され、
市内全小学校の新入学児童に配布されました。
▶問い合わせ　教育総務課総務担当☎556―8311

　自然災害や武力攻撃などの発生時に備えて、防災
行政無線を利用した全国瞬時警報システム(Jアラー
ト)の全国一斉情報伝達訓練を次のとおり実施します
のでご留意ください。
▶試験日時　5月15日㈬午前11時ごろ
▶ 放送内容　上りチャイム音→「これはJアラートの
テストです(3回繰り返し)。こちらは防災行田です」
→下りチャイム音
　※ Jアラートとは、国が把握した時間的に余裕が

ない緊急情報を市町村の防災行政無線などを利
用して瞬時に伝達するシステムです。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当(内線282) 
鈴木教育長に目録を手渡す坂本支部長（中央）と
新井副支部長（左）

▶計画の概要　
　市内全域で小中一貫教育を推進するとともに、教育効果
が確保できる規模の確保、さらには地域ごとのつながりを
重視しながら、特色ある学校を地域の皆さんと作り上げて
いくことを目指し、将来的に中学校4校を東西南北に配置
することを計画しています。また、特に過小規模校につい
ては優先して再編を進め、短期的に教育環境の改善を図っ
ていきます。詳細は、市ホームページまたは市政情報コー
ナーで閲覧できますので、ご参照ください。

▶ 問い合わせ　教育総務課学校再編・小中一貫校
推進担当☎556―8311

計画の説明会を開催します
　5月中旬から中学校区を単位として、保護
者や地域の皆さんを対象にした計画に関する
説明会を実施します。なお、開催日時や場所
については、自治会回覧や市ホームページな
どでご確認の上ご参加ください。

5ページの例題の答え：「こけし」（5/5…こどもの日、2/11…建
けんこく
国記

きね ん
念の日、4/29…昭

しょうわ
和の日 の頭文字を並べる）
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河野氏、西山氏、黒田氏が行政相談委員に委嘱されました
　
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
聴
き
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

平
成
31
年
4
月
1
日
付
け
で
河
野
恭
男
氏
、
西
山
カ
ツ
枝

氏
、
黒
田
和
男
氏
が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

▼
日
時
　
毎
月
第
3
月
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
※
祝
日
の
場
合
は
第
2
月
曜
日
に
変
更

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
2
階
第
1
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
　
地
域
づ
く
り
支
援
課
く
ら
し
安
心
担
当　

　
（
内
線
２
５
２
）

河野 恭男 氏
（真名板）

西山 カツ枝 氏
（長野）

黒田 和男 氏
（矢場）

中学生までのお子さんを育てている皆さんへ

児童手当現況届の提出をお願いします

　現在、児童手当を受給されている方は、6月中に「児
童手当現況届」の提出が必要となります。該当する方に
は、現況届に関する書類を送付しますので、必ず6月
中に提出してください（公務員の方は、勤務先で手続き
を行ってください）。

▶ 受付日時　6月9日㈰～28日㈮午前9時～午後5時（土
曜日を除く）※日曜日は正午まで
▶受付場所　市役所1階ロビー、南河原支所
▶対　　象　中学生までのお子さんを養育している方
　※ お子さんが施設に入所している場合や里親などに預

けられている場合は、その施設の設置者や里親など
▶持 ち 物
　・現況届
　・印鑑（朱肉を使用するもの）
　・受給者本人の健康保険証の写し（厚生年金加入者のみ）
　・ 受給者および支給対象児童の在留カードまたは外

国人登録証の写し（在留カードまたは外国人登録証
をお持ちの方）

▶支給金額　
　【3歳未満】月額15,000円
　【 3歳以上小学校修了前】月額10,000円（第3子以降
は15,000円）

　【中学生】月額10,000円
▶ 所得制限　所得金額が一定以上の場合は、児童1人
につき月額5,000円が支給されます。
▶ 注　　意　現況届の提出がない場合は、6月分以降
の児童手当を受給することができません。
▶その他　郵送による提出も可能です。
▶問い合わせ　子ども未来課給付担当（内線292）

　民生委員・児童委員、主任児童委員は、厚生労
働大臣から委嘱を受けた、地域の福祉ボランティ
アです。自らも地域住民の一員として、担当地域
の高齢の方、障がいのある方、子供たちの見守り
を行っています。
　また、市民の立場に立ってさまざまな相談に応
じ、必要に応じて市や社会福祉協議会などの専門
機関とのつなぎ役に努めています。なお、民生委
員・児童委員、主任児童委員には、法に基づく守
秘義務があり、相談の秘密は守られます。

※ 市内では現在、146人の民生委員・児童委員と
11人の主任児童委員が、活動しています。
※ 自身の地区の担当民生委員・児童委員や主任児
童委員を知りたい方は、福祉課に問い合わせく
ださい。

▶ 問い合わせ　同課トータルサポート推進担当
（内線267）

※B.「行田らしいまち並みづくり事業」の対象となる事例

ふるさとづくり事業をご活用ください
～行田の歴史と文化を感じるまち並みづくり～

　市では、足袋蔵などの歴史的資産を活用した景観整備を推進するとともに、地域の皆さんと一
体となって街なかのにぎわい創出を図るため、「ふるさとづくり事業」を実施しています。歴史的建
築物が集積する行田地区およびその周辺の地区で、自宅や店舗の改修などを予定されている方は、
本制度の活用をご検討ください。

ふるさとづくり事業
　この事業は、次の4つの事業の総称で、行田ならではのまち並み景観に配慮した外観の改修や歴史的建築物
の改修などを行う市内の活動団体や個人・事業者に対して、整備費用の一部を補助するものです。本事業の活
用を検討または申請する場合は、企画政策課へご相談ください。

▶補助対象要件
　・行田地区およびその周辺の地区であること
　・市内業者の施工であること
　・市税などの滞納がないこと
▶その他　審査会の審議を経るため、申請から決定までにおおむね1カ月半程度かかります。
▶問い合わせ　同課企画政策担当(内線310)

店舗の改修 外壁の改修 塀の改修

事業名 事業内容 対　　象 補助率 限度額

A．
足袋蔵等歴史的建築物
改修・活用事業

歴史的建築物を改修し、その建物
を活用して10年以上にわたり公
益性の高いソフト事業を実施する
事業に補助します。

①NPO法人②地域活
動団体③ボランティア
団体④商業や農業など
の関連団体

10分の10
以内 2,000万円

B．
行田らしいまち並み
づくり事業（※）

城下町や足袋のまちとしてにぎ
わった行田をイメージさせる外観
に建物を改修したり、塀や看板な
どを設置・改修したりする事業に
補助します。

建築物を所有する個
人・事業者または団体

2分の1
以内 100万円

C．
おもてなし・にぎわい
創出事業

観光拠点への案内標示板の整備や、
空き店舗を活用して休憩・授乳で
きる施設整備事業に補助します。

建築物を所有する個
人・事業者または団体

2分の1
以内 40万円

D．
日本遺産構成資産公開
活用促進事業

日本遺産構成資産の歴史的建築物
を改修し、この建物を活用して
10年以上にわたって広く一般公
開する事業に補助します。

①建築物を所有する個
人・事業者または団体
②所有者の同意を得た
者

3分の2
以内 500万円

地域の身近な相談相手
民生委員・児童委員

～5月12日は民生委員・児童委員の日です～

民生委員・児童委員の3つの基本姿勢

「社会奉仕の精神」
「基本的人権の尊重」
「政治的中立」
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わ
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
」

が
、
従
業
員
4
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
、
6
月
1
日
㈯
を
調
査
期
日
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く
重
要
な
統
計
調

査
で
す
の
で
、
調
査
票
の
回
答
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
課
統
計
担
当
（
内
線

３
１
０
）

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
節
電

対
策
と
し
て
、
次
の
期
間
、
職
員
は
軽
装
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
実
施
期
間
　
5
月
1
日
㈬
〜
10
月
31
日
㈭

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
研
修
厚
生
担
当
（
内
線

２
０
９
）

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す

●
異
動　
平
成
31
年
4
月
1
日
付

【
部
長
・
参
事
】
▼
総
合
政
策
部
長　
畔
上
兼

彰
（
埼
玉
県
か
ら
派
遣
）　
▼
環
境
経
済
部
長

兼(

公
財)

行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会

事
務
局
長　
吉
田
悦
生
（
（教）
生
涯
学
習
部
長
） 

▼
消
防
長　
須
永
和
宏
（
会
計
管
理
者
）　
▼

（教）
生
涯
学
習
部
長　
江
利
川
芳
治
（
監
査
委
員

事
務
局
長(

次
長
級)

）

【
部
次
長
】
▼
総
合
政
策
部
次
長
兼
企
画
政
策

課
長　

岩
田
樹
一
良
（
総
合
政
策
部
企
画
政

策
課
長
）　
▼
総
合
政
策
部
次
長
兼
秘
書
課
長　

江
森
裕
一
（
総
合
政
策
部
秘
書
課
長
）　
▼
環

境
経
済
部
次
長
兼
商
工
観
光
課
長
兼(

公
財)

行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務
局
次
長　

森
原
秀
敏
（
環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼

(

公
財)

行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事

務
局
次
長
）　
▼
都
市
整
備
部
次
長
兼
建
築
開

発
課
長　
斎
藤
和
也
（
都
市
整
備
部
建
築
開
発

課
長
）　
▼
会
計
管
理
者
（
次
長
級
）　
小
巻
健

二
（
副
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
次
長
級
）） 

▼
議
会
事
務
局
次
長
（
次
長
級
）　
鴨
田
和
彦

（
議
会
事
務
局
次
長
（
課
長
級
））　
▼
監
査
委

員
事
務
局
長
（
次
長
級
）　
新
井
康
夫
（
健
康

福
祉
部
次
長
兼
子
ど
も
未
来
課
長
）

【
課
長
・
副
参
事
・
幹
】
▼
総
合
政
策
部
企

画
政
策
課
政
策
推
進
幹
兼
副
参
事　

新
井
大

（(

公
財)

行
田
市
産
業･

文
化･

ス
ポ
ー
ツ
い

き
い
き
財
団
事
務
局
長
）　
▼
総
合
政
策
部
改

革
推
進
室
長　
礒
貝
和
実
（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）　
▼
環
境
経
済
部
環
境
課
長
兼
粗
大
ご

み
処
理
場
長　
佐
野
雄
一
（
鴻
巣
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市税は納期限内に納めましょう
　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。市民税や固定
資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した市政の推進に欠かすことのできない重要な財源です。納め忘れ
のないよう早めの納付を心掛けましょう。

納付を忘れてしまうと
　市税は、納期限内に自主的に納めていただくことが原則です。地方税法では、督促状発送日から起算して
10日を経過した日までに納付がない場合、財産を差押えなければならないとされています。市では、納期限
内に納税されている多くの方との公正・公平性を確保するため、督促状発送後、催告などを行った上で、法律
に基づく差押えなどの滞納処分を実施しています。
　また、市税を納期限後に納付する場合、延滞金(※)が掛かります。延滞金は、納期限内に納付すれば掛かる
ことのない余計な出費となりますので、市税は納期限内に納めましょう。
※平成31年中の延滞金の率は、法律の規定により年8.9パーセントです(ただし、納期限の翌日から1カ月を
経過するまでの期間は年2.6パーセント)。

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない特別な事情により納付が困難な
方は、早期にご相談ください。市役所の通常業務時間内に来庁で
きない方のために、次のとおり納税・相談窓口を開設しています
ので、ご利用ください。
※ 市税は納期内納付が原則ですが、「災害、盗難、疾病」、「事業の休
廃止」、「事業継続や生活維持の困難」などの一定要件に該当する
場合には、申請により原則として1年以内に限り納付時期の遅
延や分割納付、財産の差押や換価が猶予される場合もあります。

休日夜間　納税・相談窓口の開設
▶休日　毎週日曜日の午前8時30分
　　　　～正午
　　　　※年末年始を除く
▶夜間　毎週火曜日の午後5時15分
　　　　～ 7時
　　　　※祝日、年末年始を除く
▶場所　収納課

平成31年度　市税納期限一覧

市税の納付は口座振替のご利用を
　税金の督促状が届き、初めて納めていないことに気付いたことはありませんか。「うっかり」ということもあ
るでしょう。それを防ぐのが口座振替です。一度手続きをしていただければ、市税の納期限日に指定した口座
から自動的に税金が引き落とされますので、納付のために金融機関や市役所に出掛ける必要がありません。市
税の納付は、確実・便利な口座振替をご利用ください。
▶ 申し込み　預金通帳と通帳届出印を持参し、市内各金融機関窓口または収納課で手続きをしてください。ま
た、収納課では、キャッシュカードとその暗証番号により申し込みができます。申し込みの際は、取り扱え
ない金融機関や取り扱えないキャッシュカードがありますので、事前に問い合わせください。

コンビニで納税できます
　日本全国、休日・夜間、時間を問わずに納付することができますので、ぜひご利用ください。
▶コンビニで納付できない納付書
　・納期限を過ぎた納付書
　・バーコードのない納付書や、傷・汚れなどによりバーコードを読み取れない納付書
　・各期別(1枚当たり)の納付額が30万円を超える納付書
　・金額を訂正したものや、金額を書き加えた納付書　
　※これらの場合は、金融機関などをご利用ください
▶問い合わせ　同課収納担当(内線236・237)

市 ・ 県 民 税
第1期 第2期 第3期 第4期

7月  1日㈪ 9月  2日㈪ 10月31日㈭ 12月25日㈬

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

第1期 第2期 第3期 第4期
5月31日㈮ 7月31日㈬ 9月30日㈪ 12月  2日㈪

軽 自 動 車 税
全　期     

5月31日㈮     

国民健康保険税

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期
7月31日㈬ 9月2日㈪ 9月30日㈪ 10月31日㈭ 12月2日㈪
第6期 第7期 第8期 第9期  

12月25日㈬ 1月31日㈮ 3月2日㈪ 3月31日㈫  
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エコライフDAY2018冬の結果をお知らせします
　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温室効果ガ
スである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイルを見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、平成30年12月10日から12月16日の期間内の一
日について実施しました。また、エコライフDAY実施の募集をしたところ、3団体(二持田第一自治会、持田
西自治会、ものつくり大学)から応募があり、それぞれ期間を設定し、実施していただきました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素の量は2,979,953グラムとなりました。これは約1,263
リットルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

参加区分※1 参加数(人) 二酸化炭素削減量(g) 一人あたりの削減量(g)

小学5年生
児童 　613 　660,362 1,077

家族、教職員 　628 　686,163 1,093

中学2年生
生徒 　613 　696,618 1,136

家族、教職員 　　　67 　　77,461 1,156

一般 ※2 　283 　301,168 1,064

市役所 職員など 　565 　558,226 　988

合　　　計 2,769 2,979,953 1,076

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　一般は3団体（二持田第一自治会、持田西自治会、ものつくり大学）の合計です。団体別の詳細は市ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

緑のカーテンでエコライフ
　「緑のカーテン」とは、ツル性の植物で作る自然のカーテ
ンのことです。育てて収穫する楽しみに加え、窓から入る
日差しを遮ることができるので、節電対策にも効果的です。
　市では、地球温暖化対策の一環として、家庭などでの緑
のカーテン設置を推進するために「苗の配布」および「緑のカー
テンコンテスト」を実施します。皆さんも緑のカーテンでエ
コライフを始めてみませんか。

緑のカーテン用苗の配布
▶日時　5月19日㈰
　【整理券配布】午前8時
　【苗の配布】午前8時30分～ 10時
▶配布場所　産業文化会館南側芝生広場
　※行田軽トラ朝市会場で配布します。
▶ 配布する植物　1世帯につき、ゴーヤ・白ゴーヤ
の苗　各1株

▶対象　市内在住の方（先着200世帯）
▶その他
　・必ず緑のカーテンを設置してください。
　・ 設置に必要なネットや肥料などは、各自で用意

してください。
　・電話などでの予約は受け付けません。
　・ 本市の緑のカーテンコンテストに応募してくだ

さい。

緑のカーテンコンテスト
▶ 応募資格　市内の住宅、事業所などにツル性植物
による緑のカーテンを平成31年4月以降に設置
している方。
▶募集時期　9月上旬～下旬
▶ 応募および審査方法　
　 設置した最盛期の緑のカーテンを撮影していただ
き、それを基にカーテンの生育状況、効果、創意
工夫などについて総合的に審査を行います。
▶表彰　【家庭の部】5点　
　　　　【団体の部】3点
　　　　※ 入選者には賞状および記念品を贈呈します。
▶ その他　募集開始日や応募方法などは、「市報ぎょ
うだ」8月号でお知らせします。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

ご利用ください 勤労者住宅資金
　市内に居住するために土地や建物を購入する勤労者に対し、必要
な資金の貸付を行っています。

▶貸し付け内容　
　 有担保 無担保

貸付金額 1,000万円以下 300万円以下

貸付利率 変動2.115パーセント 固定1.00パーセント

貸付期間 25年以内(300万円以下の融資は15年以内) 10年以内

保   証 (財)埼玉県労働者信用基金協会の保証、また
は弁済能力のある連帯保証人1人以上

(財)埼玉県労働者信用基
金協会の保証

▶対象　次の全てを満たしている方
・ 市内に居住、またはこれから居住しよ
うとする勤労者
・同一事業所に2年以上勤務している方
・20歳以上51歳未満の方
・ 世帯の月収が返済月額の5倍以上ある
方で、返済しながら生活できる方
・市税の滞納がない方
▶ 問い合わせ　商工観光課商工振興担当
(内線383）または中央労働金庫熊谷支
店羽生出張所☎561―8011

がんばる中小企業・事業者の皆さんを応援します
　地域経済と雇用を支える多くの中小企業・事業者の皆さんが、変化の多い時代を成長のチャンスと捉えて挑
戦し、将来にわたって経営を維持していただくことが、地域の発展につながります。
　市では、そうした成長意欲のある中小企業・事業者の皆さんを重点的に支援する「エコノミック・ガーデニン
グ事業」の一環として補助金の交付や経営革新セミナーの開催を行っています。

補助金制度をご活用ください
▶補助内容

名　　称 事業の内容 補助割合・交付限度額など

 事業拡大設備投資補助金
事業の高度化、競争力の強化を図るための新たな
設備投資に対する補助金　※セミナーを2回以上
受講することが条件

対象経費の2分の1を限度
上限交付額：300万円
下限交付額：50万円

 就業規則等策定補助金 従業員の子育てを支援する制度を含む就業規則な
どの策定および改定のための経費に対する補助金

対象経費の2分の1を限度
上限交付額：10万円

  求人合同説明会・ビジネス交
  流会等出展補助金

従業員の確保を目的とする求人説明会や、販路拡
大のための交流会・商談会などへの出展経費に対
する補助金

対象経費の2分の1を限度
上限交付額：5万円
※年度内3回まで申請可

従業員資格取得補助金 市内企業で働く市民を対象に、指定された資格の
試験受験料に対する補助金

対象経費の全額
※年度内3回まで申請可

▶申し込み・問い合わせ　商工観光課商工振興担当(内線383)

経営革新セミナーを開催します
新たな事業展開を考えている企業を対象に、売上拡大や利益増加に役立つセミナーを開催します。

　　 期　日 内　　容

第１回 　6月  6日㈭  事業継続・発展させるための経営革新、自社分析から新たな取り組みを考える

第２回 　6月19日㈬  新たな商品やサービスを売るための仕組みを考える

第３回 　7月  4日㈭  利益を残すための財務戦略を考える

▶時　　間　午後2時～ 4時
▶場　　所　商工センター 403研修室
▶参 加 費　無料
▶申し込み・問い合わせ　行田商工会議所で配布している申込書に必要事項を記載の上、直接同会議所☎556 
　　　　　　―4111



2019.5 市報 ぎょうだ 1415 放射線量の測定値

談相種各 （5月15日～6月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

5月28日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

6月13日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

商工センター　
2階会議室 5月20日㈪　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

不動産 市役所 5月15日㈬ 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 6月12日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権
VIVAぎょうだ 6月1日㈯ 午前10時～午後3時 人権推進課

（内線221）忍・行田公民館 6月12日㈬ 午後1時30分～ 3時30分

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課
（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 5月28日㈫、6月11日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
4月14日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(曇り)　午後3時 0.08マイクロシーベルト(晴れ）

▼ 
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。
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真
を
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供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷ベビーバス　▷室内運動器具（自転車タイプ） ▷炊
飯器（IH5合）　▷子ども用自転車

▷ベビーカー　▷芝刈り機　▷大人用自転車　▷ブ
ルーレイレコーダー　▷掃除機　▷扇風機　▷高齢
者用押し車

不
用
品
情
報（
無
料
）

納期のお知らせ（5月分）
普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
固定資産税・都市計画税・・・・・・・1期
軽自動車税・・・・・・・・・・・・・全期

納期限　5月31日㈮
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣
　な口座振替をご利用ください。
・納付の相談は随時収納課で実施しています。
▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

テレビの受信障害対策を実施しています
　市内の一部地域で、携帯電話事業者による新しい電波の利
用開始に伴い、テレビ映像に影響（ノイズなどの発生）が出る
恐れがあります。
　地上デジタルテレビに影響が出た場合は、一般財団法人
700MHz（メガヘルツ）利用推進協会で、回復作業を行います
ので、コールセンターまでご連絡をお願いします。

▶ 問い合わせ　同協会テレビ受信障害対策コールセンター☎
0120―700―012（IP電話の場合（有料）は☎050―3786―
0700）※いずれも受け付けは午前９時～午後10時（年中無休）

幼稚園が行う
子育て支援事業

　市内の私立幼稚園では、地域子ども・
子育て支援事業として各園で未就園児
を対象に園庭開放や親子教室を行って
います。親子一緒に気軽に遊びにお出
掛けください。
※ 詳細は、各幼稚園へ問い合わせくだ
さい。
　

　▶申し込み・問い合わせ
園名 所在地 電話番号

老本幼稚園 旭町16―38 553―2771

行田幼稚園 富士見町2―27―5 554―5169

富士見ヶ丘幼稚園 駒形1―9―7 556―7494

ホザナ幼稚園 本丸11―20 555―2301

まつたけ幼稚園 門井町2―19―9 554―7348

南河原幼稚園 南河原777―2 557―0234

やごう幼稚園 谷郷2―5―1 554―5752

やなぎ幼稚園 渡柳563―3 559―1001

　市では毎年、河川の水質および底質、大気および土壌中のダイオキシン類に関する調査を実施して
います。平成30年度の結果は次のとおりです。

1．河川の水質（年平均値）
　【調査日】平成30年5月15日、8月15日、11月15日、平成31年2月6日
　【結　果】 長野落および左幹線用水路のBODは環境基準値を超えていましたが、それ以外は環境基準値を下回りました。

測定地点 pH BOD（㎎/ℓ） SS（㎎/ℓ）
新忍川 7.9 4.1 29
長野落 7.8 10.7 15
北河原用水 8.2 3.1 20
左幹線用水路 8.2 6.4 11
酒巻導水路 8.1 4.7 34
環境基準値 6.5～8.5 5以下 50以下

・ pH(水素イオン濃度指数)：酸性かアルカリ性
かの指標、7が中性

・ BOD(生物化学的酸素要求量)：有機物汚濁の
指標

・ SS(浮遊物質)：水中に漂っている固形物質の量
※ 測定は年4回、各河川の上流・中流・下流で行っ
ており、左記の結果は各河川の年間平均値です。
なお、測定結果の詳細は市ホームページで公表
しています。

2．河川の底質
　【調査日】平成31年2月6日
　【結　果】 底質を除去しなければならない基準である「底質の暫定除去基準」を下回り、良好な結果となりました。

測定地点 総水銀(mg/kg(dry)) ポリ塩化ビフェニル(mg/kg(dry))

長野落
上流 0.04 0.01未満
中流 0.03 0.01未満

北河原用水
上流 0.09 0.01未満
中流 0.06 0.01未満

底質の暫定除去基準 25以下 10以下

3．大気中のダイオキシン類
　【調査日】［夏季］平成30年8月1日～ 8日
　　　 　　［冬季］平成30年12月14日～ 21日
　【結　果】環境基準値を下回り、良好な結果となりました。

調査地点 ダイオキシン類濃度
(年平均値)（pg-TEQ/㎥）

行田市役所 0.035
南河原支所 0.042

地域文化センター 0.037
環境基準値 0.6以下

▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎556－9530

4．土壌中のダイオキシン類
　【調査日】平成30年8月1日
　【結　果】環境基準値を下回り、良好な結果となりました。

調査地点 ダイオキシン類濃度（pg-TEQ/g）
馬見塚公園 0.37
鶴土井公園 2.4

地域文化センター 0.37
環境基準値 1,000以下

　市では河川の汚染防止対策として、合併処理浄化槽の
設置や適正使用の推進をしています。また、ダイオキシ
ン防止対策として、野焼きに対する指導を行っています。

環境調査結果をお知らせします
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

16

休日急患診療

17

健康相談（要申し込み）
日　　時　6月11日㈫
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 食事や運動、歯など健康に関する生活習慣に

ついて相談したい方
そ の 他　 随時、電話での相談も受け付けます。

こころの相談（要申し込み）
日　　時　 5月22日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 不安や不眠、生活リズムの乱れ、人間関係

など、心に悩みのある方

おとなの健康

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センタ―　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時
を除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

期　日 医療機関名 電話番号

5月19日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

5月26日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

6月 2日（日)) 壮幸会行田総合病院 552―1111

6月 9日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

ママ･パパ教室（申し込み不要）
日　　時　 5月27日㈪午後1時15分～ 3時45分（午

後1時から受け付け）、6月13日㈭午前９時
30分～正午（午前９時15分から受け付け）

対　　象　妊婦とその家族
定　　員　 20人(先着順)
そ の 他　 内容・会場などは
　　　　　市ホームページを
　　　　　ご覧ください。

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 5月20日㈪午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談

離乳食(後期)教室（要申し込み）
日　　時　 5月23日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 9～11カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　 6月3日㈪午前9時30分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など　
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ月

児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康
　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。

#7119 (365日24時間対応)

　5月31日は、世界保健機関(WHO)が禁煙を
推進するために制定した「世界禁煙デー」です。
厚生労働省もこれに合わせて、5月31日～ 6
月6日の1週間を「禁煙週間」と定めています。
本市でも禁煙週間に合わせ行田市医師会と協働
で忍城を黄緑色にライトアップし、禁煙週間を
盛り上げ、普及啓発活動の推進を図ります。ぜ
ひ、会場に足を運んで黄緑色に照らされた忍城
をご覧ください。

ライトアップ時間　 5月31日㈮～ 6月6日㈭
の日没～午後10時

禁煙週間に合わせ忍城を
黄緑色にライトアップ日　　時　6月9日㈰午後0時30分～ 4時

場　　所　「みらい」文化ホール
内　　容　 市民公開講座、三浦雄一郎さんによるスペシャ

ルトーク、体験コーナー
入 場 料　無料
主　　催　行田市医師会
問い合わせ　 同会☎556―8040
　　　　　(月～金曜日の午前
　　　　　9時～午後5時)

健康フォーラム2019

一般県道行田市停車場酒巻線の
一部が市道になりました

　県が管理する一般県道行田市停車場酒巻線の一部が市
道に移管されました。今後、移管された道路に関する管
理および申請受付などは市が行います。

▶移管区間および市道番号 

　市では、敬老事業の一環として、今年結婚50周年を
迎える夫婦または結婚から50年を経過した夫婦に、9
月7日㈯に「みらい」文化ホールで開催される敬老祝賀式
典でお祝いの記念品を贈呈します。記念品の受領には申
請が必要となりますので、次のとおり申請してください。

▶受付期間　5月7日㈫～ 6月28日㈮※期間厳守
▶対　　象　 昭和44年12月31日以前に結婚した夫婦

（婚姻年月日は、挙式の日または婚姻した
日どちらでも可）※昨年までに記念品を受
領している方を除く

▶申請方法　 高齢者福祉課、南河原支所および各地域公
民館にある指定の申請用紙（市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入
し、直接同課に提出してください。印鑑、
戸籍謄本などは必要ありません。なお、代
理申請は可能ですが、電話による申請は受
けられません。

▶問い合わせ　同課高齢福祉担当（内線223）

金婚夫婦に記念品を贈呈します

日　　時　6月13日㈭午前9時30分～ 10時30分
場　　所　保健センター
内　　容　歯科診察　
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　①就学前のお子さんとその保護者
　　　　　②20～39歳の方
定　　員　20人(先着順)
費　　用　無料
持 ち 物　乳幼児の方は、母子健康手帳
そ の 他　 当日は、歯科診察のみです。ブラッシング

指導などを希望される方には、別の日をご
案内します。

申し込み　5月30日㈭までに電話で同センター

次世代デンタル健診

三浦 雄一郎さん

　市では、1年間の主な行事や出来事を収録した行田市
広報ビデオ（DVD形式・約15分）を毎年作成しており、
このたび平成30年度版が完成しました。このビデオは
広報広聴課の他、市立図書館で借りることができます。
ぜひご覧ください。

▶問い合わせ　同課広報広聴担当（内線318）

広報ビデオの貸し出しを
行っています

移管区間 市道番号

国道125号　谷郷交差点から大字和田の和
田橋手前まで延長約1.1キロメートル 第3.2―10号線

大字斎条の大和橋北側から斎条交差点まで延
長約900メートル 第2.2―5号線

▶問い合わせ　管理課管理担当☎550―1552

位 置 図 

市道第2.2-5号線 

市道第3.2-10号線 

谷郷交差点 

和田橋 

大和橋 

斎条交差点 
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　5月7日㈫・8日㈬・13日㈪・20日㈪・　
　　　　　27日㈪・31日㈮、6月3日㈪・10日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・ 色彩の博物事典　城一夫／著
・中野のお父さんは謎を解くか　北村薫／著
・落花　澤田瞳子／著
・子どもと作れる12か月のパン　吉永麻衣子／著
・ 嵐をしずめたネコの歌　アントニア・バーバー／作、
二コラ・ベイリー／絵
・くもとそらのえほん　五十嵐美和子／作・絵　

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ 僕のワンダフル・ラ
イフ
・本能寺ホテル
・リメンバー・ミー

＜CD＞
・ ウェルカム・トゥ・ザ・
ブラックアウト

　(デヴィッド・ボウイ)
・弩級の演歌大傑作選
　(美空ひばり他)
・初恋(宇多田ヒカル)

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

5月19日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなし
のへや

5月25日㈯午前11時 おはなしタンバリン

6月1日㈯午後2時 おはなしの会

6月8日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
5月15日㈬・22日㈬、
6月12日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員ぴよぴよおはなし会 6月2日㈰
午後3時30分

絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 5月18日㈯
午後3時３０分

絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 5月19日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 6月9日㈰午後2時 おしりたんてい1 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 5月26日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

そして誰もいなくなった
(洋画：97分)
出演：バリー・フィッツジェ
ラルド、ウォルター・ヒュー
ストン、ルイス・ヘイワー
ド、ローランド・ヤング 他

大人を対象として
いますが、どなた
でも鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員
 「みらい」
　映像
　ホール

1819

今月のおすすめDVD・CD

うたって あそんで わくわく 親子の絵本講座
　絵本を通してコミュニケーションが生まれ、想像力や
感受性が育ちます。保護者同士、赤ちゃん同士で触れ合
えるよい機会にもなりますので、ぜひご参加ください。

▶ 日　　時　5月17日㈮・24日㈮午前10時30分～
11時45分
▶場　　所　中央公民館レクリエーション室
▶ 内　　容　
・ 絵本の読み聞かせ、歌遊び、わらべ歌などを親子で
楽しみます。
・絵本の遊び方や与え方について学びます。　　　　
・ 子育ての不安や疑問など講師を交えてグループトー
クを行います。
▶ 講　　師　島田ユミ子さん、小出厚子さん、平井直
美さん、小河原裕子さん(埼玉県家庭教育アドバイ
ザー、埼玉県家庭学習アドバイザー )
▶対　　象　乳幼児と保護者
▶定　　員　15組程度
▶参 加 費　無料　
▶そ の 他　いずれの日のみの参加も可
▶申し込み　直接または電話で同館

ご活用ください  市民活動やる気応援助成制度
　地域のために活動するNPO、ボランティア、自治会など、市民の「やる気」を応援するため、助成金を交付します。
「新たな取組応援事業」と「スタート応援事業」の2種類あり、これから活動を始める、あるいは活動を始めたばか
りのNPO法人などの基盤整備にも交付します。
※「NPO」とは、民間非営利組織をいい、「NPO法人」とは、法人格を取得したNPOをいいます。

▶申請方法　
　助成金の交付を希望する団体は、事業提案をし、採択後に交付申請をしてください。
▶提案受付期限
　【第1期】6月10日㈪　【第2期】9月10日㈫　【第3期】12月10日㈫
　※ただし、予算がなくなり次第、終了となります。　
▶提案受付方 法　
　 地域づくり支援課で配布している提案書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入の上、添付書
類とともに持参、郵送、Ｅメールのいずれかの方法で提出してください。

　【持参・郵送】〒361―8601　行田市本丸2―5　行田市地域づくり支援課
　【Ｅメール】chiikizukuri@city.gyoda.lg.jp
▶採択事業の 決定　
　 行田市市民公益活動推進委員会による審査結果を踏まえ、可否を決定します。
　また、審査結果は、全ての団体に通知します。
▶問い合わせ　
　同課協働推進担当（内線253）

古代蓮の里ホタルの会
みんな　チカラの

～市民公益活動団体紹介～㉙
発足　平成16年11月

会員数　17人

活動の目的　ホタルのすめる自然環境を取り戻し、ホタルが自然に飛び交う郷土を実現する。

活動内容　ホタルが川に定着するよう川の清掃、除草作業など環境整備を行っています。また、毎年5月
に会員が卵から育てたホタルの幼虫を市内の園児と一緒に古代蓮の里ホタルの川に放流する他、子供た
ちにホタルの成長について学ぶ手作りの紙芝居を上演しています。6月には鑑賞会を開催し、世代を超え
た地域住民の交流と地域環境保全の啓発を行っています。

主な活動場所　古代蓮の里

市民の皆さんへ　美しい光を放つホタルですが、
寿命は成虫になってから一週間ほどで、とても
短い命です。ホタルを通じて生き物の命の尊さ
を学び、大切に見守っていきましょう。
　今後もより多くのホタルが自然と古代蓮の里
にすみついて飛び交うよう取り組んでいきます。

毎年５月に古代蓮の里で約１万匹のホタルの幼虫を放流

【会長】 稲葉 誠一 【電話番号】 559―0825



2019.5 市報 ぎょうだ 2021

　3月23日、行田市自治会連合会主催の「行田ふれあいポタ
リング＆ウォーキング2019」が行われました。
　ポタリング30キロメートルコースとウォーキング10キロ
メートルコースに加え、今回から気軽に参加してもらおうとマ
マチャリ15キロメートルコースが新たに設けられました。行
田市バスターミナルを出発した277人の参加者は、古代蓮の
里やさきたま古墳公園、ヴェールカフェなど行田の名所を巡
り、春の訪れを感じさせる景色や風情を満喫していました。

　3月26日、消防本部で普通救命講習会が行われました。
　この講習会は応急手当の普及活動の推進を目的にAED
の使い方を含む心肺蘇生や気道異物除去などの応急手当
を身につけてもらおうと実施されているもので、市ではこ
れまで600回以上開催しています。この日、受講したの
は市内に車庫を有する秩父鉄道観光バス株式会社の皆さ
ん。代表取締役の赤岩一男さんをはじめ総勢16人が3時
間の講習に真剣に取り組み、大切な命を守るための適切
な応急手当を学びました。

　4月14日、水城公園周辺を会場に行田春まつりが
開催されました。
　水城公園市民広場では行田大茶会と銘打ち、行田
市茶道会が野だてを行い、参加者は桜に囲まれなが
ら、振る舞われた和菓子とお茶を味わっていました。
　また、恒例の春の植木市では、鉢植えや切り花な
どが水城公園通りに並び、訪れた人たちは足を止めて
思い思いの植木などを買い求めていました。

　3月16日、「みらい」文化ホールで行田市障がい者ネットワーク 
ハッピー行田による「行田市観光バリアフリーマップ『たびくる』トイ
レマップ編」の完成報告会が行われました。
　これは同団体が市中心部、観光地や店舗などのトイレを実地調
査し、市民や観光客向けにその情報を分かりやすくまとめたもので、
このたび市に2,000部が寄贈されました。出来上がったマップを
活用することで、外出に不安をもつ方でも安心して観光や買い物な
どができるようになることが期待されます。

　3月27日、新潟県五泉市の伊藤市長が市役所を訪
れ、本市と「花の交流」を行いました。
　この日は、本市の古代蓮の蓮根と、五泉市の穂咲
彼岸八重桜の苗木を交換しました。今回贈られた穂咲
彼岸八重桜は希少な品種で、多くの方に楽しんでもら
うため古代蓮の里に植樹されました。花を通じて、今
後もさまざまな分野で両市の交流が図られることが望
まれます。

　3月24日、古代蓮の里釣堀で「古代蓮の里さかな
釣り大会」が初めて開催されました。
　釣ったフナやコイなど魚の総数で順位を競うこの大
会には、親子連れら13組が参加。スタートの合図と
ともに、一斉に釣り糸を垂らしました。参加者は魚が
かかるのを気長に待ちながら、持参した弁当を食べる
など家族だんらんの時間を楽しんでいるようでした。

適切な応急手当を学ぶ

桜に囲まれお茶を味わう

「たびくる」トイレマップ編が完成

新潟県五泉市と「花の交流」

古代蓮の里さかな釣り大会

GYODA CITY

写真館写真館
P H O T O

N E W S

自転車や徒歩で巡る春の行田
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私
の
作
品

▼
日
時
　
6
月
4
日
㈫
午
前
9
時　

▼
場
所
　
郷
土
博
物
館
玄
関
前　
▼

配
布
す
る
菊
苗
　
厚
物
、
管
物
な
ど

約
3
千
本　

▼
問
　
商
工
観
光
課

（
内
線
３
８
２
）

イ
ベ
ン
ト

市
の
花
・
菊
苗
の
無
料
配
布

▼
日
時
　
６
月
１
日
㈯
午
前
９
時
〜

10
時
ご
ろ
（
午
前
８
時
45
分
集
合
）

※
雨
天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
古
代

蓮
会
館
南
側
芝
生
広
場　

▼
内
容
　

古
代
蓮
の
里
を
愛
着
の
あ
る
公
園
に

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
行
う
。　
▼
持
ち
物
　
清
掃
用

古
代
蓮
の
里
の
清
掃
活
動

の
手
袋
、
ご
み
袋　
▼
そ
の
他
　
清

掃
活
動
を
中
止
す
る
場
合
は
前
日
に

判
断
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
周
知
し
ま

す
。　

▼
問
　
同
委
員
会
事
務
局

（
管
理
課
内
・
内
線
５
７
０
３
、
都

市
計
画
課
内
・
内
線
５
６
０
４
）

▼
日
時
　
５
月
24
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所
　

大
長
寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼

内
容
　
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
６
０
０

メ
ー
ト
ル
の
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
運
動

靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍

手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布

し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学

同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林

☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

　
生
活
環
境
の
美
化
を
図
る
た
め
、

全
市
民
参
加
の
市
内
一
斉
清
掃
（
ご

み
ゼ
ロ
運
動
）
を
行
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
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日
㈰
午
前
８
時
〜

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を

実
施
し
ま
す

10
時
※
悪
天
候
の
場
合
は
26
日
㈰　

▼
そ
の
他
　
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
中

止
す
る
場
合
は
午
前
６
時
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分
に
防

災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

▼
問
　
環
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☎

５
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６
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６
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２
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市
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成
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責
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▼
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む
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そ
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他
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、
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時
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ま
す
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▼
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日
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〜
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午
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１
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に
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で
）
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可　
▼
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）
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▼
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６
月
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日
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前
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時
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▼
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〜
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〜
湯
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▼
歩
行
時
間
　
約
３
時
間　

▼
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加
費
　
４
千
円
（
交
通
費
な

ど
）　

▼
募
集
人
数
　
30
人
（
先
着

順
）　

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖

シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
登
山
靴
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
な
ど
歩
き
や
す
い
服
装　

▼
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨

具
、
靴
下
、
下
着
な
ど　
▼
申
　
参

加
費
を
添
え
て
５
月
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日
㈰
午
前
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時
〜
10
時
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公
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作

室　
▼
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の
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☎

５
５
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５
０

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

初
夏
の
戦
場
ヶ
原

　「市報ぎょうだ」のために撮影された写真を中心に、本市の歴史を
振り返ります。

▶ 期    間　6月1日㈯～
23日㈰※月曜日休館

▶ 開館時間　午前9時～午
後4時30分（入館は午後
４時まで）

▶ 場    所　郷土博物館企
画展示室

▶ 入 館 料　【大人】200円　
【大学生・高校生】100円　
【小・中学生】50円　
　※団体割引あり
▶ 問い合わせ　同館☎554―
5911

市制施行70周年記念
「市報にみる行田の歴史」

昭和35年7月　夏祭り

５
５
４
―
３
４
５
０

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　多田 弘
【事業内容】 着物の販売、レンタルおよ
び写真撮影
【所在地】 行田20―14（十万石本店隣）

　
大
正
15
年
11
月
の
創
業
以
来
、
本
当
に
良

い
も
の
だ
け
に
こ
だ
わ
り
、
た
く
さ
ん
の
人

生
の
節
目
で
の
喜
び
に
携
わ
っ
て
き
た
の
が

今
回
紹
介
す
る
振
袖
専
門
店
ふ
じ
や
呉
服
店

（
有
限
会
社
フ
ジ
ヤ
）
で
す
。

　
現
在
、
代
表
取
締
役
を
務
め
る
多
田
弘
さ

ん
の
父
で
あ
る
先
代
が
桜
町
地
内
に
店
を
構

え
て
い
た
頃
は
、
呉
服
だ
け
で
な
く
洋
服
か

ら
下
着
ま
で
取
り
扱
う
総
合
衣
料
品
店
で
し

た
が
、
昭
和
41
年
に
現
在
の
店
舗
に
移
転
し

た
こ
と
を
機
に
振
袖
専
門
の
事
業
形
態
へ
変

更
し
、
記
念
撮
影
ま
で
担
う
成
人
式
の
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は

毎
年
、
市
内
外
の
２
０
０
人
前
後
の
新
成
人

が
同
社
の
晴
れ
着
で
人
生
の
節
目
を
祝
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
平
成
27
年
に
は
同

社
の
新
成
人
を
持
つ
母
親
向
け
の
色
無
地
レ

ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
埼
玉
県
経
営
革
新

計
画
と
し
て
承
認
さ
れ
た
他
、
振
袖
購
入
者

に
は
卒
業
式
時
に
無
料
の
袴
レ
ン
タ
ル
を

行
っ
て
お
り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
多
田
さ
ん
は
「
呉
服
店
と
し
て
『
和
装
文

化
の
足
元
を
支
え
続
け
る
足
袋
蔵
の
ま
ち
行

田
』
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。
せ
っ
か
く
、
忍
城
な

ど
〝
イ
ン
ス
タ
映
え
〞
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
当
店
の
晴
れ
着
を
レ
ン

タ
ル
し
て
多
く
の
人
に
お
出
掛
け
し
て
も
ら

い
、
行
田
の
賑
わ
い
に
貢
献
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
多
田
さ
ん
の
妻
で
振
袖
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
麻
子
さ
ん
は
「
こ
の
仕
事

を
通
じ
、
成
人
式
や
卒
業
式
で
子
ど
も
の
成

長
を
喜
ぶ
両
親
や
祖
父
母
の
姿
、
親
や
家
族

へ
感
謝
す
る
子
供
た
ち
を
た
く
さ
ん
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
本
当
に
幸
せ
で
す
。
ま

た
、
成
人
式
の
日
な
ど
に
時
間
に
追
わ
れ
汗

だ
く
に
な
っ
て
着
付
け
を
行
っ
て
い
る
と
、

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
優
し

い
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
る
新
成
人
が
多
い
こ

と
に
毎
年
感
動
し
て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。

　
晴
れ
の
日
の
最
高
の
笑
顔
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
、
同
社
は
家
族
同
士
の
気
持

ち
を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

振袖専門店 ふじや呉服店
（有限会社フジヤ）

一生に一度の晴れの日に、家族同士の感謝の気持ちをつなぐお手伝い
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▼
日
時
　
５
月
31
日
㈮
ま
で
午
前
９

時
〜
午
後
３
時　
▼
場
所
　
武
蔵
野

銀
行
行
田
支
店
ロ
ビ
ー
（
行
田
４
―

５
）　
▼
内
容
　
昭
和
20
年
代
以
降

の
懐
か
し
い
写
真
を
展
示
（
6
月

以
降
も
内
容
を
入
れ
替
え
て
展
示
）　

▼
問
　
田
端
☎
０
９
０
―
７
８
０
０

―
２
８
９
４

▼
日
時
　
6
月
7
日
㈮
〜
9
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
7
日
は
正
午

〜
午
後
4
時
）　
▼
場
所
　
長
野
公

民
館
ホ
ー
ル　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　

な
が
の
写
友
会
久
保
☎
５
５
４
―

６
４
４
８
ま
た
は
彩
楽
会
日
下
部
☎

５
５
４
―
１
７
３
２

▼
日
時
　
5
月
24
日
㈮
〜
26
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
26
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
同
会

会
長
大
澤
☎
５
５
７
―
２
４
５
２

第
5
回
行
田
市
内

昭
和
の
写
真
展

な
が
の
写
友
会
・
彩
楽
会

写
真
・
絵
画
共
催
作
品
発
表
会

第
99
回
行
田
光
友
写
真
会
展

▼
日
時
　
６
月
８
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
・
９
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分　
▼
場
所
　
星

河
公
民
館　
▼
内
容
　
会
員
の
作
品

展
示
、
植
え
付
け
講
習
、
管
理
方
法

の
相
談　
▼
主
催
　
星
河
山
野
草
愛

好
会　
▼
そ
の
他
　
両
日
と
も
先
着

50
人
に
赤
花
そ
ば
種
子
を
贈
呈　
▼

問
　
宇
野
☎
０
８
０
―
５
０
９
６
―

７
１
９
２

▼
日
時
　
6
月
9
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
受
け
付
け
は
午
後
2
時

30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　
さ
き
た
ま

古
墳
公
園
、
遠
藤
建
設
（
若
小
玉

３
１
１
２
）
他　
▼
内
容
　
建
設
職

人
に
よ
る
地
域
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企
画
、
包
丁
研
ぎ
、
網
戸
張
り
、
住

宅
無
料
相
談
、
耐
震
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
無
料
配
布
な
ど　
▼
問
　
埼
玉
土

建
一
般
労
働
組
合
行
田
羽
生
支
部
☎

５
５
３
―
２
３
２
１

星
河
山
野
草
展
示
会

第
42
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

会
、
行
田
市
合
唱
連
盟
他　

▼
問
　

須
郷
☎
５
５
４
―
６
６
２
３

▼
日
時
　
5
月
26
日
㈰
、
6
月
23
日

㈰
【
1
回
目
】
午
前
11
時
15
分
【
2

回
目
】
午
後
2
時
15
分　

▼
場
所
　

忍
城
址
※
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、

観
光
情
報
館
「
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う

だ
」
内　

▼
出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　
▼
観
覧
無

料
　
▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　
▼

問
　
同
社
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
5
月
26
日
㈰
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め
い

と
太
陽
の
ホ
ー
ル
（
熊
谷
市
拾
六
間

１
１
１
―
１
）　
▼
内
容
　
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
／
序
曲
「
フ
ィ
ン
ガ
ル

の
洞
窟
」、
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
／

組
曲
「
仮
面
舞
踏
会
」、
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
／
交
響
曲
第
6
番
ロ
短
調

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
＃
96
、
97

埼
玉
交
響
楽
団

第
82
回
定
期
演
奏
会

　
平
成
31
年
度
水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
い
た
だ
い
た
市

内
小
・
中
学
生
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
6
月
1
日
㈯
〜
9
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
※
月
曜
日

休
館　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
談
話

コ
ー
ナ
ー　
▼
問
　
水
道
課
管
理
担

当
☎
５
５
３
―
０
１
３
１

▼
日
時
　
5
月
19
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
曲
目
　「
美
空
ひ
ば
り
メ

ド
レ
ー
」、「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」、

「
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ

ス
」
他　

▼
入
場
無
料
　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

問
　
石
井
☎
０
９
０
―
４
２
２
８
―

０
５
８
５

▼
日
時
　
6
月
9
日
㈰
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
曲

目
　「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」、「
Ｊ

水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す

行
田
う
き
し
ろ
吹
奏
楽
団

第
6
回
定
期
演
奏
会

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

第
12
回
定
期
演
奏
会

「
悲
愴
」
Ｏ
ｐ
・
74　
▼
指
揮
　
久

住
純
信　

▼
入
場
料
　【
前
売
り
】

１
千
円
【
当
日
】
１
千
３
０
０
円

（
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
当

日
券
の
み
７
０
０
円
）
※
4
歳
か
ら

入
場
可　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　

八
木
橋
百
貨
店
、
同
館
さ
く
ら
め
い

と
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
他　

▼
問
　

埼
玉
交
響
楽
団
事
務
局
☎
５
３
２
―

９
０
１
２

▼
日
時
　
５
月
18
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
30
分　
▼
場
所
　
さ
き
た

ま
古
墳
公
園
さ
き
た
ま
広
場　
▼
内

容
　
市
民
と
外
国
人
留
学
生
の
交
流

を
目
的
と
し
た
運
動
会　

▼
対
象
　

市
内
近
隣
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
外

国
人
留
学
生
ま
た
は
高
校
生
〜
30
代

の
市
内
在
住
の
方　
▼
定
員
　
60
人

（
先
着
順
）　
▼
主
催
　（
公
社
）
行

田
青
年
会
議
所　

▼
後
援
　
行
田

市　

▼
そ
の
他
　
昼
食
あ
り　

▼

問
　
同
会
議
所
事
務
局
☎
５
５
６
―

４
１
１
５

G
lobal Sports Fes

〜
国
際
交
流
か
ら
生
ま
れ
る

 

新
た
な
つ
な
が
り
〜

―
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
〜
平
成
メ
ガ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
〜
」
他　

▼
入
場
無
料
　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会　

▼
問
　
青
木
☎
０
８
０
―

９
２
６
５
―
７
８
９
１

▼
日
時
　
６
月
23
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　
▼
場
所
　
産
業
文

化
会
館　
▼
内
容
　
埼
玉
県
警
察
音

楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
防
犯
講
話　
▼

定
員
　
1
千
人　
▼
入
場
無
料
　
▼

主
催
　
埼
玉
浮
き
城
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ

ブ　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教

育
委
員
会
他　
▼
そ
の
他
　
同
館
で

配
布
し
て
い
る
入
場
整
理
券
を
事
前

に
受
け
取
り
、
当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。　
▼
問
　
同
ク
ラ
ブ
山
本
☎

５
５
９
―
４
１
７
７

▼
日
時
　
６
月
29
日
㈯
午
後
２
時
開

演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼

内
容
　「
ぎ
ん
い
ろ
じ
か
ん
」、「
秋

の
ま
ん
な
か
で
」、「
い
と
し
の
エ

リ
ー
」
他　

▼
指
揮
　
吉
澤
篤　

▼
ピ
ア
ノ
　
江
森
久
美
子　
▼
入
場

無
料
　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

埼
玉
浮
き
城
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ

「
さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト
」

行
田
女
声
合
唱
団

45
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

「
ぎ
ん
い
ろ
じ
か
ん
」

　4年に一度開催される15人制ラグビーの王者決定戦、ラグビーワールドカップ™。アジアで初めて開
催されるラグビーワールドカップ2019日本大会の最後の先着販売が開始されます。

▶試合日程　
日　　程 試　　合　

9月24日㈫
午後7時15分キックオフ ロシア　対　サモア

9月29日㈰
午後2時15分キックオフ ジョージア　対　ウルグアイ

10月9日㈬
午後1時45分キックオフ アルゼンチン　対　アメリカ　　

▶チケット料金　
開催日 カテゴリーＡ カテゴリーＢ カテゴリーＣ カテゴリーＤ
9月24日㈫ 10,000円 7,000円 4,000円(2,000円) 2,019円(1,000円)
9月29日㈰ 15,000円 10,000円 6,000円(2,000円) 3,000円(1,000円)
10月9日㈬ 15,000円 10,000円 6,000円(2,000円) 3,000円(1,000円)

※（　）は子ども料金

▶ 申し込み　
　 5月18日㈯午後６時から公
式チケットサイト（https://
tickets.rugbyworldcup.
com）で受け付け
▶ その他　
　 熊谷ラグビー場での試合
を含む全ての試合に申し
込み可能です。なお、チ
ケット購入にはID登録が
必要です。
▶ 問い合わせ　
　 県ラグビーワールドカッ
プ2019大会課☎048―
830―6870

ラグビーワールドカップ2019™チケットの第三次先着販売が開始されます

広告広告
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人口81,187人（－150）　男40,314人（－77）　女40,873人（－73）　世帯数34,778世帯（53）
3月中の異動　出生35人　転入等398人　死亡93人　転出等490人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

特
別
展

第
24
回
彩
夏
書
展

▼
日
時
　
5
月
22
日
㈬
〜
6
月
3
日

㈪
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休

室　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行
田
市

書
道
人
連
盟
会
員
の
作
品
展　
▼
入

場
無
料
　

第
58
回
絵
画
展

▼
日
時
　
6
月
5
日
㈬
〜
24
日
㈪
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
場
は

午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休
室　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行
田
美
術

会
会
員
の
作
品
展　
▼
入
場
無
料
　

フ
ァッ
ト
バ
ー
ン

（
脂
肪
燃
焼
）
チ
ャ
レ
ン
ジ

▼
期
間
　【
エ
ン
ト
リ
ー
】
5
月
15

日
㈬
〜
6
月
30
日
㈰
【
結
果
測
定
】

7
月
1
日
㈪
〜
15
日
㈪　

▼
内
容
　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
内
に
あ
る
体
組
成
測
定
器

で
体
脂
肪
率
の
測
定
を
行
い
、
健
康

的
に
減
量
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。　

▼
利
用
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
（
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
は
休

館
日
※
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）　

▼
対
象
　
高
校
生
以
上　
▼
利
用
料

金
　【
行
田
市
・
羽
生
市
・
加
須
市

在
住
の
方
】
５
０
０
円
【
3
市
以
外

に
在
住
の
方
】
７
５
０
円
（
障
害
者

手
帳
提
示
に
よ
る
減
額
制
度
あ
り
）　

▼
そ
の
他
　
参
加
さ
れ
た
方
全
員
に

利
用
ポ
イ
ン
ト
1
ポ
イ
ン
ト
、
さ
ら

に
達
成
度
に
よ
り
無
料
利
用
券
（
1

回
分
）
を
進
呈

百
蓮
百
撮
！
蓮
の
さ
ま
ざ
ま

な
撮
り
方
・
プ
ロ
が
教
え
る

デ
ジ
カ
メ
講
座
２
０
１
９

▼
日
時
　
6
月
22
日
㈯
午
前
7
時
30

分
〜
午
後
1
時
（
2
部
構
成
）　
▼

内
容
　
講
師
指
導
の
も
と
古
代
蓮
の

里
で
撮
影
会
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で
楽
し

く
撮
影
方
法
を
学
ぶ　
▼
講
師
　
前

野
勝
美
さ
ん
（
写
真
家
）　
▼
対
象
　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
で
、

写
真
技
法
を
学
び
た
い
方　

▼
定

員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

2
千
円
（
保
険
代
を
含
む
）　

▼
申
　

5
月
31
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
電
話
で

古
代
蓮
会
館

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」（
字
幕
）

▼
日
時
　
5
月
18
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
時
間
　
１
１
８
分　
▼

定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼

入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
整
理
券
は

あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

初
心
者
向
け
短
期

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

▼
日
時
　
6
月
8
日
〜
7
月
13
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
（
全

6
回
）　
▼
場
所
　
行
田
市
民
プ
ー

ル　
▼
講
師
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
キ
ッ
ズ

指
導
員　
▼
対
象
　
小
学
1
年
生
〜

4
年
生
の
初
心
者
（
顔
つ
け
〜
バ
タ

足
が
苦
手
な
方
）　
▼
定
員
　
30
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　
3
千
円　

▼
申
　
5
月
25
日
㈯
午
前
8
時
30
分

か
ら
直
接
同
プ
ー
ル

古
代
蓮
の
里

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
日
時
　
5
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
※
雨
天
中
止　

▼
場
所
　

古
代
蓮
の
里　
▼
出
店
料
　
2
千
円

（
当
日
徴
収
）　
▼
そ
の
他
　
出
店

者
募
集
中　
▼
問
　
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
市
民
の
会
☎
０
３
―
３
２
２
６
―

６
８
０
０
（
出
店
申
し
込
み
は
平
日

午
前
10
時
〜
正
午
お
よ
び
午
後
1
時

〜
4
時
）商

工
セ
ン
タ
ー
を

臨
時
休
館
し
ま
す

　
6
月
2
日
㈰
は
、
全
施
設
定
期
点

検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（平成31年4月1日現在）

▼
日
時
　
６
月
の
毎
週
水
・
木
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時　
▼
場
所
　
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
剣
道
場　
▼

内
容
　
病
気
や
け
が
を
未
然
に
防
ぎ

病
後
の
回
復
に
も
役
立
つ
気
功
体
操

や
足
腰
を
強
く
し
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の

向
上
に
役
立
つ
太
極
拳
を
通
じ
て
、

心
身
の
健
康
を
目
指
す
。　
▼
参
加

費
　
１
千
５
０
０
円　

▼
持
ち
物
　

バ
ス
タ
オ
ル
、
室
内
履
き　

▼
問
　

行
田
健
康
気
功
太
極
拳
教
室
福
田
☎

０
９
０
―
３
５
９
４
―
９
５
９
０

▼
日
時
　
５
月
18
日
・
25
日
、
６

月
１
日
・
15
日
・
29
日
の
土
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼

場
所
　
忍
・
行
田
公
民
館　

▼
内

容
　
ウ
ク
レ
レ
演
奏
を
初
歩
か
ら
学

び
、
み
ん
な
で
楽
し
く
演
奏
す
る
。　

▼
講
師
　
大
澤
弘
充
さ
ん
（
読
売
カ

ル
チ
ャ
ー
）　
▼
定
員
　
20
人
程
度　

▼
参
加
費
　
１
千
円　

▼
持
ち
物
　

ウ
ク
レ
レ
（
貸
し
出
し
あ
り
）　
▼

主
催
　
ロ
ー
タ
ス
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ　

教
　
　
室

や
さ
し
い
健
康
気
功
体
操
と

ゆ
っ
た
り
健
康
太
極
拳
体
験
会

ウ
ク
レ
レ
教
室

募
集
し
ま
す
。

▼
特
典
　

・ 

観
光
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対

す
る
会
員
の
紹
介

・ 

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
の

取
材
に
対
す
る
会
員
の
紹
介　

・ 

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
会
員
（
店

舗
）
の
紹
介　

・ 

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
会
員

情
報
掲
載
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク　

・ 

観
光
案
内
所
に
お
け
る
会
員
作
成

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提
供　

・ 

観
光
情
報
館
「
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ

う
だ
」
で
の
商
品
の
出
品

▼
年
会
費
　
１
口
２
千
円
【
個
人
】

１
口
以
上
【
法
人
・
団
体
】
５
口
以

上　
▼
問
　
同
協
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
・
内
線
３
８
９
）

▼
日
時
　
５
月
17
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分
※
午
前
11
時
45

分
〜
午
後
1
時
を
除
く　

▼
場
所
　

市
役
所
正
面
玄
関
前　

▼
持
ち
物
　

献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）　
▼

問
　
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８
―
７
２
０
―
８
０
０
９

そ 

の 

他

献
血

▼
日
時
　
6
月
3
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
作
っ

て
あ
そ
ぼ
う
（
お
り
が
み
）」　
▼
対

象
　
市
内
在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ

保
護
者　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着

順
）
※
生
後
4
カ
月
以
上
の
託
児
付

き　
▼
参
加
費
　
１
０
０
円　
▼
主

催
　
行
田
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

連
合
会　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会　
▼
申
・
問
　
6
月
2
日
㈰

ま
で
に
電
話
で
同
協
議
会
☎
５
５
７

―
５
４
０
０

　
行
田
市
観
光
協
会
は
、
行
田
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
、
市
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
観
光
協
会
の
活
動
を
通
じ
て

「
元
気
な
行
田
」
を
つ
く
る
た
め
、

観
光
協
会
の
会
員
と
な
っ
て
応
援
し

て
く
だ
さ
る
個
人
・
法
人
・
団
体
を

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

募
　
　
集

行
田
市
観
光
協
会
会
員

▼
申
・
問
　
５
月
17
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
沼
沢
☎
０
９
０
―
５
５
３
４
―

５
６
２
４
ま
た
は
藤
沼
☎
０
８
０
―

３
３
９
４
―
１
９
２
６

▼
日
時
　
6
月
20
日
㈭
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　

▼
場
所
　
深
谷

市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
）
ツ
バ
キ
（
深
谷

市
上
柴
町
４
―
２
―
14
・
キ
ラ
ラ
上

柴
内
）　

▼
相
談
内
容
　
相
続
、
遺

言
、
登
記
、
債
務
整
理
、
成
年
後

見
、
不
動
産
の
名
義
変
更
な
ど　
▼

相
談
方
法
　
面
談
相
談
（
1
組
1
時

間
、
要
予
約
）　

▼
相
談
無
料
　
▼

主
催
　
埼
玉
司
法
書
士
会　

▼
申
　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―

８
３
８
―
７
４
７
２　

▼
問
　
同

会
事
務
局
☎
０
４
８
―
８
６
３
―

７
８
６
１

相
　
　
談

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

広告広告



　
郷
土
博
物
館
の
展
示
室
の
一
番
奥
に
は
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
酒
巻
14
号
墳

出
土
の
埴
輪
た
ち
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

中
に
「
力
士
の
男
子
埴
輪
」
が
展
示
さ
れ
て

い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

酒
巻
14
号
墳
出
土
の
「
力
士
の
男
子
埴

輪
」
は
、
力
士
と
し
て
は
少
し
変
わ
っ
た
風

体
を
し
て
い
ま
す
。
上
げ
美み

豆ず

良ら

と
い
う
髷ま
げ

を
結
っ
た
髪
形
、
首
飾
り
・
耳
飾
り
・
腰こ
し

鈴す
ず

と
い
っ
た
装
身
具
、
そ
し
て
何
よ
り
衣
服
の

上
か
ら
褌
ふ
ん
ど
しを

締
め
、
先
の
尖
っ
た
履く
つ

を
履は

く

と
い
う
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
通

常
、
裸
体
に
褌

で
表
現
さ
れ
る

力
士
埴
輪
の
中

で
、
着
衣
で
あ

る
力
士
は
全
国

的
に
も
お
そ
ら

く
こ
の
1
体
の

み
で
す
。

　

こ
の
力
士
埴

輪
の
足
元
に
注

目
す
る
と
、
履

甲
に
、
3
点
ず

つ
粘
土
塊
の
突

起
物
が
付
い
て

い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
実
は
近
年
、
こ
の
力
士
埴
輪
周
辺

か
ら
出
土
し
た
小
さ
な
埴
輪
片
の
中
に
、
こ

の
突
起
物
に
接
続
す
る
可
能
性
の
高
い
破
片

が
3
点
確
認
で
き
た
の
で
す
。
同
様
に
尖
っ

た
履
を
履
い
て
い
る
「
筒
袖
の
男
子
埴
輪
」

に
は
そ
う
し
た
突
起
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
足
甲
部
分
に
ト
ゲ
の
よ
う
な
突
起
表
現
を

持
つ
力
士
埴
輪
は
他
地
域
で
何
点
か
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
登
山
1
号
墳
（
厚
木
市
）
出

土
の
力
士
埴
輪
や
末
永
久
保
台
遺
跡
（
川
崎

市
）
採
集
の
力
士
埴
輪
脚
部
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
は
指
も
表
現
さ
れ
て
い
る
裸
足
の
甲
か

ら
鋭
い
突
起
が
生
え
て
い
る

表
現
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ト
ゲ
の
よ
う
な

突
起
物
の
表
現
は
、力
士
埴
輪

に
特
有
の
表
現
で
は
あ
り
ま

す
が
、残
念
な
が
ら
そ
の
素
材

が
何
で
で
き
て
い
て
、ど
う
装

着
し
た
の
か
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。用
途
と
し
て
は
当
時

の
相
撲
が
蹴
り
技
も
含
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
一
種
の
武
具

で
あ
っ
た
可
能
性
、ま
た
は
装

飾
履
の
表
現
で
あ
る
可
能
性

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
浅
見
貴
子
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
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６
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行
田
市
本
丸
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番
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５
５
６
ー
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１
１
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Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
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令
和
元
年
5
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を
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ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

資
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が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史
2

行
田 

歴
史
系
譜
302

　4月14日、行田グリーンアリーナで第24回春季空手道
大会が開催されました。

　形
かた

と組手の各部門で市内外から約500人が出場し、日ごろの稽古の成果
を競いました。組手では蹴りや突きなど力強い技が繰り出され、相手に技
が決まると応援席から大きな歓声が上がっていました。

（左）力士の男子　（右上）パーツ　（右下）力士の足もと（想定図）

市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

May.2019

No.875
GYODA 足

に
ト
ゲ
ト
ゲ
？ 

酒
巻
14
号
墳
出
土  

力
士
埴
輪
の
す
が
た

藤
間 

咲さ
く
ら良 

ち
ゃ
ん （
藤
原
町
）

平
成
30
年
５
月
21
日
生
ま
れ

父
・
智
和
さ
ん　
母
・
美
夏
さ
ん

「
優
し
い
気
持
ち
を

 

忘
れ
ず
に
ね
♡
」

村
田 

咲さ

き姫 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
30
年
５
月
22
日
生
ま
れ

父
・
憲
俊
さ
ん　
母
・
恵
さ
ん

山
田 

莉り

ず珠 

ち
ゃ
ん （
若
小
玉
）

平
成
30
年
５
月
31
日
生
ま
れ

父
・
竜
太
さ
ん　
母
・
陽
子
さ
ん

「
優
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
♡
」

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
癒
し
系
♡
」

山
﨑 

桜お
う
す
け介 

ち
ゃ
ん （
前
谷
）

平
成
30
年
５
月
１
日
生
ま
れ

父
・
雅
祥
さ
ん　
母
・
桃
子
さ
ん

「
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん

 

大
好
き
！
」

佐
藤 

桜さ

や弥 

ち
ゃ
ん （
前
谷
）

平
成
30
年
５
月
30
日
生
ま
れ

父
・
直
之
さ
ん　
母
・
聖
弥
さ
ん

大
畑 

海か
い
と翔 

ち
ゃ
ん （
桜
町
）

平
成
30
年
５
月
23
日
生
ま
れ

父
・
和
弘
さ
ん　
母
・
洋
子
さ
ん

「
わ
が
家
の
宝
物
♡
大
好
き
♡
」

「
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

● 5月7日㈫～31日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線322） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、6月4日㈫午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

平成30年7月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
平成30年 5月生まれ のおともだち


